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＜連絡事項＞

・1/6(火)深夜チーフは、佐々木健之JGM→市島JGMに変更です。
・12時30分更新の八戸圏域水道企業団のホームページより“通常通り使用を続けていますと全域で断水の恐れがありますので節水の協力をお願いします。”となっておりなした。各施設共、協力し再び断水にならない様に節水をお願い致します。

・1/3　17：00から予定をしておりました新年互礼会ですが、水の復旧が間に合わない為、延期となりました。本日の17：00～となります。場所は変更ありません。
・Ｂユニットの入浴は、東Ｂユニット浴室のお湯の出方を確認してから検討する予定です。
＜患者様連絡事項＞

・大久保　敏彦様～12/30より1/3までの予定で外泊に行かれていましたが、「外泊の帰
院を渋っており困っている」と御家族より電話あり、時間をおき再度声掛けするよう伝えています。１時間半後、御家族のみ来院し２泊の延長を希望し1/6に退院させたいと話しあり。主治医報告し1/6(火)13時から主治医面談となっています。

　　　　　　　　　入院費について医事へ連絡し約20万円との事です。明日御家族へ面談に来た際伝えて下さい。

・阿部　文香様～22号室のドアを蹴って、ドアにヒビがはいっている状態です。自己負
担となることを、保護者へ連絡しています。青春で見積もりを取り、病棟へ連絡を頂く予定です。見積もりができ次第、再度保護者と医事へ連絡予定です。主治医診察し、右足のレントゲンの指示あり施行しています。異常所見はありませんでした。

本日、お母様より電話あり外国人登録の切り替えの為、主治医に病名と現在外出できない事と退院できる状態でない事を記載してほしいと話がありました。主治医へ伝え診断書を記載して頂いています。1/7(水)にお母様が来院され受け取りに来るとの事です。診断書はＤｒファイルに入ってあります。

・青木　君夫様～本人より1月中旬に退院希望あると末政SWから情報ありました。

　　　　　　　　御家族も退院させたいと話されているそうです。

今後、退院に向けて服薬管理を勧めていきましょう。

・加賀谷　芙美子様～娘様より連絡あり、1/2(金)～1/12(月)まで海外旅行の為不在となるので、その間の緊急連絡は本人の弟様へ連絡して欲しいとの事です。

・佐々木　忠晴様～1/9(金)10:30より家族勉強会実施予定です。当日は、主治医、鳥谷部Ｎｓ、小嶋心理士が担当します。勉強会実施前に打ち合わせを行うとの事です。

　　　　　　　　　面談終了後、1/9(金)11時～1/10(土)17時まで外泊となっています。

入院費について医事へ連絡し約9万円との事です。他に2万4千円を入金して欲しいとの事です。又、お小遣いが6千円残っているとの事です。外泊へ行く際に御家族へ伝えて下さい。

　　　　　　　　　

＜週間連絡＞

1/6（火）　タオル漂白　皮膚科診察　大久保敏彦様：家族面談・退院予定

1/8（木）　久保清美様：デキスターチェック

1/9（金）　モップ交換　歯科　食事サービス委員会（15:30～）

佐々木忠晴様：家族勉強会・外泊（11:00～1/10　17:00）

＜田名部Ｄｒ診察＞

・泉川　ケイ子様～彼の事について聞かれると「楽しい時は忘れるけどボーッとしている時は思い出す」と話されています。頚部の傾きあると訴えあり、臨時薬のジプレキサ(精神神経用剤)(10)1Ｔ→ジプレキサ(精神神経用剤) (5)1Ｔへ減薬となっています。本日のvdsからジプレキサ(精神神経用剤) (5)1Ｔ 1×vds/7Ｔ臨時処方となっています。

　　　　　　　　　又、ダントリウムの残がある事主治医へ伝え破棄していいとの事です。

· 佐々木　忠晴様～本人より「喉がじゃきじゃきする。鼻水も出る」と風邪症状を訴える　　　　　　　　事あるが、薬の希望なく主治医より様子観察との事です。　　　　　　　　　　　　　準夜帯にて本人より風邪薬の希望聞かれているので主治医へ情報提　　　　　　　　供お願いします。

・八木橋　牧男様～本人「退院が近くなると段々と現実的に考えてしまう。まだ働け　　　　　　　　　　　ない年でもないし」と話されています。主治医よりまずは断酒の生活

　　　　　　　　　を続けていく事が大切だと説明受けています。

・田端　テル様～アローゼン(下剤)４日間服用していなく、主治医より本人が下痢を訴えてきた時はその都度破棄するようにとの事です。

　　　　　　　　本日の夕よりイミドール(精神神経用剤) (10)1Ｔ→イミドール(精神神経用剤) (25)1Ｔへ増量・セロクエル(精神神経用剤) (100)1Ｔ 1×夕食後/7Ｔ臨時処方となっています。

　　　　　　　　本人、長いソーセージはいらないと話されているので御家族が面会へ来られた際に残っている分を返却して下さい。

・加賀谷　芙美子様～1/2(金)～14日分低血糖予測指示出ています。

・田中　ミサオ様～膝あたりの痛みがあると話されています。歩行時には影響はないとの事で様子観察となっています。

・小泉　康政様～本人「外出・泊したい」と希望聞かれ、主治医より御家族の了承も必要な事説明受け、本人了承されています。

＜退院療養検討会議＞

　大久保　敏彦様(42)　病名：統合失調症　入院形態：医療保護入院　主治医：安ヶ平Dr

　　　　　　　　　　　入院日：H19年 6月16日　退院日：H21年 1月6日(火)面談終了後

　　　　　　　　　　　外来日：1/15(木)10時以降か1/17(土)10時以降

　　　　　　　　　　　障害者基礎年金 １級

　　　　　　　　　　　精神障害者保健福祉手帳 １級(～H19年7月31日)

【今後について】

　・自宅療養となる(お母様と一緒に住む)

　　お兄様の職場(五戸の役場)が近くにある

　・服薬をきちんと管理→・デポ剤検討　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　・お兄様が仕事から帰るときに自宅訪問してもらう　

　　　　　　　　　　　　・訪問看護(五福)の利用

　・体重の管理→嗜好品の摂り過ぎで体重が増える事があった。

　・生活リズムの確立(入浴、更衣、身辺保清)

※1/6(火)13時からの主治医との面談の際に、主治医へ服薬についての確認をして下さい。

　又、御家族へ通所を利用するのか通所利用できない場合に訪問看護を利用するのか確認をお願いします。

＜転入患者様＞

　　上野　康弘様(32)　主病名：アルコール依存症

　　　　　　　　　　　入院形態：任意入院　主治医：猪股Dr

　　　　　

初飲は15際頃。平成15年頃より飲酒量が増加。平成16年八戸赤十字病院へ入院。入院3日後に幻覚出現し、精神科へ転科。退院後は通院・服薬継続して

行っていますが、断酒は出来ず通院も中断する。

平成20年より仕事を始めたが飲酒して欠勤する事が度々見られ「天井から人が覗いている」等と訴えたり、てんかん発作を起こした為当院受診し入院となった方でした。入院後は、離脱症状・幻覚妄想状態なく経過。

転入後はオリエンテーションの理解良好で、不明な点は自ら質問しています。「せっかく下（東病棟）に慣れたばかりだったのに。」と不安感がある様子です。

　　　　　　今後、日課などの声掛けをし、徐々に病棟生活へ慣れて頂く事。自ら話してくる事が少ないとの東病棟からの情報がありアルコール依存症治療プログラムを通し、自身の感情を表に出し、気持ちが伝えられるよう関わっていきます。

・食事：大盛り・常食　・作業：Ｂグループ　・ＳＳＴ：未導入

・買い物カードなし

・日用品とお菓子類については御家族が持ってくる

　　　・洗濯については、家族洗濯でしたが転棟してきた為自分で行うとの事です。

　　　　洗剤は本人が御家族へ依頼するそうです。

